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答(平賀) 
ECGモニターしてなかったので不明だが，心停止後の
心電図で、は細動を認めなかった。また Neck Dissection 
もすみ，皮膚縫合の時であるから Ref1exは考えられな
い。自発呼吸があったので， Hypoxiaの状態になって
いたかもしれない。
答(岩瀬)
急性心停止の原因として 1)高度の蛋白尿による低
蛋白血症 2)低カリウム血症および電解質のアンバラ
ンス 3)血沈の促進を示した原病(ネフローゼ加味腎
炎)が考えられる。
質問(川鉄病院外科大西)
演題 10)で心停止の時間は。最近われわれも麻酔に
関係なく， 3分間心電図上波形の消失した癌末期患者を
救命しえたが，心電図上波形消失した場合，何分位が脳
障害なく救命しうる限界か。
答(岩瀬)
第 1回は約 30分，第2回は約 20分位であった。マッ
サージにより充分な循環血液量があれば，心停止時間の
多少にかかわらず蘇生できると思われる。
質問(大川医院大J[[)
演題 10)で，麻酔法について何か反省の点があった
か。また筋弛緩剤はどの程度使用したか。
答(岩瀬)
本例ではラボナール 300mg，サクシン 40mgで挿管
し，維持は N20: O2=2: 21/minでマイラキセン 20 
mg，サクシン 80mgを術中使用した。
質問(嶋村)
小児の時は気管内チューブの固定がむづかしいことが
多い。ことに頭頚部手術の時困ることが多いが，何か良
い対策はないか。 
11. Propranolol (lnderal)の心臓手術に対する使用経験
国立千葉病院伊東和人，佐々木徳秀
麻酔中にしばしば遭遇する合併症の lつに不整脈があ
り，放置すると心室頻脈，心室細動に移行する場合もあ
る。また心臓手術に際して術中不整脈の持続が予後に多
大の影響をおよぼすともいわれている。われわれは従来
は，不整脈発生時はアトロピン，ギルリトマールなどを
使用していたが，その効果は，不充分であった。今回， 
s-receptor遮断剤である propranololを使用し，臨
床知見をえたので報告する。 
7才より 44才までの心臓手術患者で男 3名， 女 7名
計 10名である。不整脈の種類は，二段脈，心室性頻脈，多
発性期外収縮であった。各症例とも 1"' 2 mgをゆっく
り心電図を観察しながら静注した。 10例中 9例に明ら
かに有効で、あったが，半数以上に血圧下降を認めたの
で，その使用にあたって充分注意する必要がある。
質問(千葉大第一外科鈴木)
心手術時エーテノレおよびフローセンで不整脈の発生に
有意差があるか。またその発生時期はどうか。
答(佐々木)
エーテル，フローセンの違いも考えうるが， 導入速
度，充分なる換気などの条件もあり，必ずしもエーテノレ
の方が良いともいえないと思う。不整脈の発生は，心の
う膜切開後，心操作時に多い。
答(伊東)
不整脈の発生はフローセンとエーテルとでは，フロー
センの方が多いと思う。但しエーテルでも急速にすぎる
導入では，必ずしも不整脈を予防できない。ゆっくり深
度を深めたエーテルの麻酔が心臓手術の麻酔について
は，不整脈発生に関して有利であると思う。 
12.循環血液量から見た DI-25液の効果
国立ガンセンター麻酔科
河野治，水口公信，松山迫也
今回，われわれは p31 RISAを用い， 出血量と同量
の補液を行い， Volumetronにより，循環血液量を測定
し， DI-25液と他の補液とを比較検討した。対象は乳癌
根治術を受けた 70例である。麻酔は G.O. F， 半閉鎖
法であった。術中の出血率を 20%以上と以下とに分類
し，それぞれ循環血液量 (BV)，循環血援量 (PV)の減
少度を比較した。 19%以下の出血率では (BV)は他の補
液と同じく DI-25液も 10%に減少し， (PV)では乳酸
化リンゲ、ノレを除く他の群と一致し減少を見ない。また20
%以上の出血率で(BV)は電解質群では 20%，コロイド
群では 10%の減少が見られるのに比べて， DI-25液は
ほとんど減少が見られない。また Ht値は他の補液に
比べて減少が大きいが，血圧保持には変化がなかった。 
DI-25液は低分子デキストランに乳酸化リンゲ、Jレ組成の
電解質を配合したもので，以上のようなことから，低分
子デキストランと同程度以上の効果が期待できるといえ
る。 
13. Win 20228の使用経験
国立ガンセンター麻酔科
水口公信・河野治 
Win 20228 (pentazocine)は耽弱性の少ない強力な鎮
痛剤として 1964年 Fraser，Rosenbergらによって麻酔
前投薬，術後鎮痛剤として広く用いられている。われわ
